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は じ め に
筆者は平成15年4月からセ ンタ ー 長として 3期日 の新たなス タ
ー トを切りました ･ 平成15年の セ ン タ ー の 主
な活動を聴括し, はじめ の 青葉と致します. セ ン タ
ー 長としては平成16年掛 こひかえて い る国立大学の法人化
の会談に忙しい 年でありました . 国立大学法人とはどの ような組魚で , どの よう に運営されて い くの か, まだ
十分明確で はありませ んが, す べ て の 意思決定は大学長が議長となる役員会を頂点とする ト ッ プ ダウ ン方式で
なされる こ とが次第に明らかになり つ つ あります. 其菌医学研究セ ンタ ー は. こ れま で大学の
一 員 でありなが
ら. 全国共同利用機関として大学本体とは別に文部科学省研究我興局にも所掌されると いう特殊な立場にあり
ましたが. 独法化後は学部 . 研究科と同株に文科省令に規定されて いな い大学の
一 部局となります･ その ため
い ろ い ろな変化が起こ る ことが予想されます. 大学法人化対応委員会の検討を経て セ ンタ
ー 長が教育研究評論
会の 3号要点および部局長連絡会諌の構成割 こなれたこと. セ ンタ
ー が セ ン タ ー 長候補者を学長に推薦で きる
こ とは独法化後も大学の 運営に参加するという点で大きな前進で ありました ･
大学 の帯鋭意の整備の進行に合わせて , 現在 セ ン タ ー の 組織に関する規約の 検討が急ピ ッ チ で進められ て い
ます. セ ンタ ー に は, 協議員会に替わ っ て 専任散見からなる散見会敵が置かれ, 重要事項の審議とセ ンタ
ー 長
候補者の 選出な どを します . 敦貞人事に つ い て は, 現行で は協練兵会が審議しましたが, 独法化後はセ ンタ
ー
長, セ ン タ ー 専任教授と関連部届から選ばれた教授からなる教員選考委鼻会が行うことにな っ て い ます. もち
ろん, 全国共同利用セ ン タ ー と して現行の協議員会には関連部局から委貞が加わ っ て いましたし. 運営協諌会
には学外の 有識者も加わ っ て いました . 独法化後も人事にセ ン タ
ー 外の重点が加わる こ とは同じですが ･ 関連
部局数授は臨時会試である教貞選考要員会の みに加わる方向で原案が作られました . 日頃セ ンタ
ー の 運営に つ
い て 審議して い な い 委員が , い きなり教具選考に加わることになり, い ささか危慎 の念を持 っ ております･ 現
行で は教員候補選考委貞4名の 中に助教授が1ない し2名加わ っ て い ますが, 独法化後は教授のみが人事にあ
たることになります . 教員会議の構嵐 人事の仕組みに つ い て は, 組織関係規定担当ワ
ー キ ン ググ ル ー プ主査
の多賀谷副学長に相談申し上げて原案を見直し, セ ン タ
ー の 使命と中期日標 ･ 計画を見据えた ･ また全共セ ン
タ ー と して の 運営. 透明性のある人辛がなされる規約となるよう努力しで い る最中です･
セ ン タ ー の 活動に関し て は平成15年は実り多い年でありました .
平成14年度に立ち上が っ たナ シ ョ ナ ル バイオリ ソ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト (N B RP)｢病原微生物の 収集保存捷供の
ため の体制整備+ が 2年目を向かえ, 当 セ ン タ
ー と各サブ機関の収集保存体制とイ ン フ ラ が 掛 ､ つ つ ありま
す. 危険度レ ベ ル 3 の 微生物とそれらの情報セ キ ュ リ テ ィ に つ い て も検討の最中です･ 生物遺伝資源の 供給と
卦
■
ナ入れ に つ い ては相手先とMaterial Tr a nsferAgreern e ntを交わ して 行うようにとの文部科学省か ら の指導が
あり, 病原微生物に つ い ても平成16年の なる べく早 い 時期に解決す べ き宿題として残りました･
平成13年度か ら措置され て い る科学技術振興調整費による ｢病原其菌放線菌遺伝資源の 国際的拠点形成の
ため の基盤盤備+ は本年度で終わろうとして い ます. こ の研究費は通常は3年後に中間評価を受け , 成果が上
が っ て い れば更に2年続きます. しかしなが ら, 平成14年度にN B RPが新たに立ち上がり ′ 研究は別として 草
葉内容は同じで あるために振興調整費による本プ ロ ジ ェ ク トは3年で打ち切られます･ 病原真菌
･ 放線菌の 収
集保存およ び遺伝資源として高 い付加価値を与えるために掲げた研究目的の 3年間分は100 %近く達成され た
と自己評価して おります. こ の プ ロ ジ ェ クトで新た に立ち上げたD NA ア レイ による研究･ 例えば病原真菌の
遺伝子同定, 薬剤抵抗性遺伝子検出に関して は成果がで つ つ あり, 宿主防御機構の遺伝子制御に関する研究も
少し光りが見え始めま した. 平成14年皮末に関連磯路が整備され･ 実際 の研究期間は 1年足らずですから, 閑
係者の努力は並々なら ぬもの と察せられます.
プロ ジ ェ クトの 成果を公表し. 病原微生物資源の整備の 重要性をア ピ ー ル するために . 11月21,22 日に東京
で 国際シ ンポ ジウ ムが 開催されました. 4 セ ッ シ ョ ンと68 ポス タ ー が発表され, 参加者実数は221名 (うち外
国人は43名) と予想を越えるもの で した. N B R P- 病原微生物およ び感染症研究施設四大学連絡会訣にも御協
力 い ただき. 実行委貞長をは じめ とするセ ンタ ー 教職見 学生あげて の協力による賜物と言 っ て よ い で し ょう.
筆者は本プ ロ ジ ェ クトに対する高い 評価を期 してお ります. す べ て の サ ブリ ー ダ ー , 研究運営委員とセ ン
タ ー 協力者の皆様に敬意を表し心から御礼申し上げますと共に, 来る7月 には評価の ため にシ ンポジ ウ ム 発表
に臨みますの で . 仕上げ, 特に研究成果の 論文化に向けての 一 層の御努力をお願 い 申し上げます.
更 に15年度は. 当セ ン タ ー の 三回目となる外部評価に予算が付き, 1月30日には外国人による, 2月 3日に
はと日本人外部評価委月余が開催されました . 現在, 評価結果をまとめて 冊子体およ電子情報として公表する
準備が進められて います. 第 一 臥 二回 の外部評価と遺言は共に研究の 戦略と拡大強化にた い へ ん参考になり
ました. 今回の評価の 分析はこれか らですが , 独法化前の 活動q)給決算の 評価と して , 独法化後の セ ン タ ー 発
展に役立 つ も のと僧じて おります. 長谷川鴬夢垂貞長を始めとする 6名の 日本人委員と外国人委貞9名. 将 に
来日された6名の方々 には貴重なお時間を割 い て衡評価と衛捷青を い ただき. 心から御礼申し上げます. 予算
の 示達が下半期にな っ たために, 準備に取りかか っ た の は国際シ ン ポジウ ム の直後か らで した . 2ケ 月間 で評
価資料の作成と. 外国人評価季長6名の摘碑準備をやり遂げたセンタ ー の 教職割こも御礼申し上げます.
常勤職貞の 人事に つ い て は, 3月31Elに官治 誠救援が定年退職され, 4月 1日に亀井克彦助教授が後任教
授に昇任, 8月1 日 に央口貴志博士が明治製菓株式会社微生物資源研究所から系統 ･ 化学分野助教授として 着
任しました. 事務関係で は4月1 日何で宛江 寛室長が医学部事務長 に昇任, 小帝 稔室長が配置換で着任 .
水野 遮会計係長がメデ ィ ア教育開発セ ン タ ー に移動して後任に相川俊英係長が. 山本麻絵庶務研究係が伊藤
由香主任と交代しました.
以上 記して みますと. こ の 1年間は セ ン タ ー の 歴史 の 中でも行事が多 い年で ありま した . こ れ ら の活動を
やり遂げた蓑には. 生物溶性研究所廃止に伴う鼻核微生物研究セ ンタ ー 新設, 同 セ ンタ ー 時限終了に伴う其菌
医学研究セ ン タ ー へ の 改親と二 回の組織廃止を伴 っ た改組を乗り越えて きた教職員の 危壌意識と培われた組織
九 団結があり
‾ます. 教職貞は多忙を極 め, 負担は大きか っ た の ですが . 組織 の葉音削ま大 い に上 げられました.
当セ ン タ ー に は独法化後の 変革も乗り越えて発展できるカがあると借じて おります. 来年度も忙しくなると思
いますが , 遅滞なく続けられて い る敬具自身の研究と学生指導の成果を論文にし て . 独法化後の 個人評価に備
えて いただきたい と願 っ ております.
最後に, 本年た い へ ん おせ話になりました学外の 藷先生, 鹿野学長を始め とする千葉大学関係者, 長年セ ン
タ ー の 発展に尽くされた富治 誠名誉教授 , セ ン タ ー の 教職員と院生 ･ 研究生に心か ら御礼申し上 げます.
平 成 16年 2月
千葉大学 其菌医学研究 セ ン タ ー 長
西 村 和 子
